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巨学位論文審布の結果の要旨）（明朝体11ポイント、600宇以内で作成のこと。）
心筋細胞のアラキドン酸は、イオンチャネル叫別冊膵Pに関わっているとの報告があるもの
の、不明な点も多く残されている．ユ　本研究では、アラキドン酸とと卜心房精に姫現するカリウ
ムチャネルKv1．5との閑適について検討を行い、以トの点を明らかにした．＿
1）ヒ輔、・1．5をH柏翻川田二発現させ、′くッチクランプ法で膜電流を測定したところ、アラキド
ンr酎こより桁1．5の脱分極が抑制されたことから、アラキドン酸はこのチャネルの関目を
的宮する作用があった．
2）アラキドン酸の代謝物ではなく、アラキドン糖白身がKt・1．5の細胞外部位に影響を及ぼし
ていた．．
3〕アラキドン酸鋤く1111．5に対する阻害効果は細胞外液がアルカリ性では抑制されたレ
J）アラキドン酸のKl，1．5に対する阻害効果は、K＼′1．5の＝163「、TヰIl馳1、私187V、1502八、工5O餌、
l刊2Aおよびml机変＿野本で仕掛こ減弱したリ
5）コンヒュ一夕シミュレーションにより、Kl・1．5の仕柾買、T胡0、桐HT、I508、用12およびlr516
が、アラキドン酸の結合可能部位として示された．
本論文は、ヒト心筋カリウムチヤネ′レKl・1．5の活性制釦射酎こおいて新しい知見を与えたも
のであり、最終試験として論文内容に開通した試冊を実施したところ合格と判断されたので、
博士　仕亘学）の学位論文に伯するものと認められたり
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